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文
化
庁
で
は
、
日
本
の
文
化
財

や
伝
統
文
化
を
通
じ
た
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
歴

史
的
経
緯
や
風
土
に
根
差
し
た
世

代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る
伝
承
、

風
習
な
ど
を
踏
ま
え
た
ス
ト
ー

リ
ー
の
下
に
有
形
・
無
形
の
文
化

財
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
活
用
を

図
る
中
で
、
情
報
発
信
や
人
材
育

成
・
伝
承
、
環
境
整
備
な
ど
の
取

り
組
み
を
効
果
的
に
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
歴

史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
日
本

の
文
化・伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
「
日
本
遺
産（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｈ

ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
）」
と
し
て
認
定

し
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
上
で
不

可
欠
な
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の

文
化
財
群
を
総
合
的
に
活
用
す
る

取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
遺
産
や
文
化
財
指
定
は
、

登
録
・
指
定
さ
れ
る
文
化
財
の
価

値
付
け
を
行
い
、
保
護
を
担
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
日
本
遺
産
は
、
価
値
付
け

や
保
全
の
た
め
の
新
た
な
規
制
を

設
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
点

在
す
る
遺
産
を
「
面
」
で
活
用
し
、

発
信
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

日
本
遺
産

―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 
Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
―

　
日
本
遺
産（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
）

は
、
地
域
の
歴
史
的

魅
力
や
特
色
を

通
じ
て
我
が
国
の

文
化
・
伝
統
を
語

る
ス
ト
ー
リ
ー
を

文
化
庁
が
認
定
す
る

制
度
で
す
。

　
こ
の
た
び
、「
み
ち
の

く
の
金
」
に
関
わ
る
歴
史
・

文
化
を
ま
と
め
た
「
み
ち
の

く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
―
黄
金
の
国

ジ
パ
ン
グ
、
産
金
は
じ
ま
り
の

　
　
　
地
を
た
ど
る
―
」
が

　
　
令
和
元
年
度
の
認
定

　
　
　
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
つ

　
　
　
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
　
改
め
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
皆
さ
ん
は
、
ご
存
じ

　
　
で
す
か
？

　
　
み
ち
の
く
か
ら
は
じ
ま

　
る
日
本
の
金
の
歴
史
。

　
そ
れ
は
た
っ
た
一
粒
の
砂

　
金
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
▼
日
本
遺
産
の
問
い
合
わ

せ
先 

生
涯
学
習
課
文
化
財

保
護
班
☎
43
ー
2
1
0
1
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は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
激
励
を
受

け
、
各
市
町
の
担
当
者
た
ち
は
確

か
な
手
応
え
を
実
感
。

　
担
当
者
た
ち
は
、
２
度
目
の
不

採
択
後
、
３
度
目
の
挑
戦
を
満
場

一
致
で
決
め
ま
し
た
。

　
認
定
を
目
指
し
、
私
た
ち
が
暮

ら
す
地
域
が
持
つ
歴
史
や
文
化
と

何
度
も
向
き
合
い
、
時
に
は
、
み

ち
の
く
各
地
に
存
在
す
る
金
山
・

鉱
山
の
跡
地
や
み
ち
の
く
の
金
が

も
た
ら
し
た
景
観
の
調
査
を
行
う

な
ど
、「
み
ち
の
く
の
金
」
に
ま

つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
磨
き
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
涌
谷
町
で
は
、
平
成
28
年
度
は

宮
城
県
気
仙
沼
市
や
岩
手
県
平
泉

町
、
陸
前
高
田
市
の
２
市
２
町
で
、

平
成
29
年
度
に
宮
城
県
南
三
陸
町

が
加
わ
り
２
市
３
町
の
「
み
ち
の

く
の
金
」
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
有

し
た
自
治
体
連
携
で
日
本
遺
産
の

認
定
に
2
度
挑
戦
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
認
定
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
た
だ
2
度
目
の
挑
戦
で
は
、
認

定
ま
で
あ
と
一
歩
の
最
終
ヒ
ア
リ

ン
グ
ま
で
残
り
ま
し
た
。
不
採
択

後
の
敗
因
確
認
の
際
に
、
文
化
庁

か
ら
の
「
あ
と
一
歩
で
し
た
。
日

本
遺
産
に
と
っ
て
『
金
の
歴
史
』

　
ま
た
、
机
上
で
の
作
業
だ
け
で

は
な
く
、
日
本
の
財
に
導
く
た
め
、

地
域
の
財
と
し
て
機
運
を
醸
成
す

る
た
め
、
各
市
町
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
出
店
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

や
「
玄
米
食
向
け
金
の
い
ぶ
き
」

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
化
を
通
し
た

情
報
発
信
、
一
般
か
ら
も
参
加
者

を
募
り
、
自
然
の
沢
で
行
っ
た
砂

金
採
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
１
月
18
日
に
３
度
目

の
申
請
を
行
い
、
令
和
元
年
５
月

20
日
に
、
72
件
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
16
件
の
一
つ
と
し
て
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
度
の
目
の
正
直
で
手
に
し
た

日
本
の
財た

か
ら

と
し
て
の
称
号
―

涌谷町教育委員会佐々木一彦教育長(中)・陸前高田市岡本雅之副市長(左)・南三陸町最知明広副
町長(右)が、認定証交付式に出席し、認定証を受領。

― 3 ―



日
本
遺
産

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」を

構
成
す
る
歴
史
遺
産

　
宮
城
県
と
岩
手
県
に
ま
た
が
る
「
み
ち
の
く
の
地
」
に
あ
り
、
日

本
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
み
ち
の
く
の
金
」
に
か
か
わ
る
歴
史

遺
産
は
、
43
件
。

　
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
日
本
初
の
産
金
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、

各
時
代
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

奈
良
時
代
―
日
本
初
の
産
金
―（
涌
谷
町
）

平
安
時
代
―
皆
金
色
の
理
想
郷
―（
平
泉
町
・
南
三
陸
町
）

　

７
４
９（
天
平
21
）年
に
、
陸
奥
国
は

小
田
郡
か
ら
金
が
採
れ
た
こ
と
を
都

に
報
告
。
時
の
天
皇
・
聖
武
天
皇
が

造
営
を
進
め
て
い
た
東
大
寺
盧
舎
那

仏
の
不
足
す
る
鍍
金
の
原
料
と
し
て

９
０
０
両（
約
13
㎏
）の
砂
金
が
献
上

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
日
本
始
ま
っ
て
以
来

初
め
て
の
産
金
と
大
い
に
喜
び
、
国
家

事
業
で
あ
っ
た
盧
舎
那
仏
の
造
営
を

完
成
に
導
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
、万
葉
の
歌
人
・
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
歌
が
「
万
葉
集
」

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
砂
金
採
り
は
人
々
の
間
に
広
ま
り
、
産
金
の
中
心
は
、
宮
城
県
北
部
か
ら
岩
手
県

南
部
の
海
沿
い
に
広
が
る
三
陸
地
方
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

１
１
２
４（
天
治
元
）年
に
中
尊
寺
金
色

堂
を
造
営
し
た
奥
州
藤
原
氏
は
、
栄
華
を

極
め
た
こ
の
世
に
争
い
の
な
い
平
和
理
想

郷
を
平
泉
に
造
り
ま
し
た
。

　

そ
の
源
に
な
っ
た
の
が
、
三
陸
地
方
の

気
仙
・
本
吉
で
採
れ
た
砂
金
で
す
。

　

気
仙
沼
市
と
南
三
陸
町
に
ま
た
が
る

田た
つ
が
ね
さ
ん

束
山
に
は
、
産
金
の
地
を
守
る
か
の
よ

う
に
奥
州
藤
原
氏
が
信
仰
し
た
経き

ょ
う

塚づ
か

や
遺

跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
に
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
は
「
東
方
見
聞
録
」
に
「
黄
金
島
ジ
パ
ン
グ
」
と
記
し
、は
る
か
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
ま
で
「
み
ち
の
く
の
金
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

産金の歴史を伝える黄金山神社

す
め
ろ
き
の 

御
代
さ
か
え
む
と

　
　
東
な
る 

み
ち
の
く
山
に 

金
花
咲
く

頂からは三陸地方を一望できる「田束山」

奥州藤原氏の黄金文化の象徴「金色堂」

仙台空港

いわて花巻空港

松島

仙台

石巻

古川

一関

涌谷町

気仙沼市

陸前高田市

平泉町

黄金山産金遺跡

大谷鉱山跡

鹿折金山跡

玉山金山跡

中尊寺

田束山経塚群
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花咲け！
みちのくＧＯＬＤ浪漫
「みちのくGOLD」を
日本の金山、日本の財

たから

へ。
そして、黄金の国ジパングの
根源としての誇りを醸成。

江
戸
時
代
―
伊
達
文
化
を
支
え
た
金
山
―（
陸
前
高
田
市
）

近
代
―
日
本
最
大
の
金
塊
を
採
掘
し
た
鉱
山
―（
気
仙
沼
市
）

　

三
陸
地
方
で
は
鎌
倉
時
代
以
降
も

脈
々
と
金
を
採
り
続
け
、
江
戸
時
代
に

は
仙
台
藩
を
治
め
た
伊
達
家
は
、
現
在

の
陸
前
高
田
市
に
あ
る
玉た

ま

山や
ま

金き
ん

山ざ
ん

な

ど
か
ら
産
出
し
た
金
を
財
政
の
支
え

と
し
た
と
い
い
ま
す
。
玉
山
金
山
に
は

多
数
の
坑
口
や
金
を
探
し
た
後
に
残

さ
れ
た
無
数
の
金
鉱
石
の
か
け
ら
が
、

雪
が
積
も
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
広

が
っ
て
お
り
、
相
当
の
産
金
量
を
誇
っ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

往
時
は
坑
道
を
中
心
に
町
が
形
成
さ
れ
る
ほ
ど
、
金
掘
り
人
夫
で
に
ぎ
わ
い
、「
玉た

ま
せ
ん
げ
ん

千
軒
」

と
呼
ば
れ
る
町
並
み
が
築
か
れ
て
い
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　

１
９
０
４（
明
治
37
）年
に
、
モ
ン
ス

タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
、
突
如
そ
の
姿
を
現
し

ま
し
た
。
そ
の
地
は
、
鹿し

し

折お
り

金
山
。
採
掘

さ
れ
た
金
鉱
石
は
重
さ
2
・
25
㎏
に
対
し

て
金
の
含
有
率
が
約
83
％
と
い
う
大
金
塊

で
し
た
。

　

同
年
に
は
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た
万

国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
モ
ン
ス
タ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
世
界
中
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

こ
の
年
は
、
日
露
戦
争
が
始
ま
っ
た
年
で

あ
り
、
戦
費
調
達
に
役
立
っ
た
と
さ
れ
、

そ
の
逸
話
は
、
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
「
坂
の
上
の
雲
」
に
も
登
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
の
時
代
に
入
る
と
佐
渡
金
山
を
上
回
る
量
の
金
を
産
出
し
た
大お

お

谷や

鉱
山
が
隆
盛
を

極
め
ま
し
た

　
私
た
ち
は
、
み
ち
の
く
の
地
が

育
ん
だ
山
川
と
里
、
海
と
と
も
に

生
き
る
風
土
の
中
に
根
付
い
た

「
金
」
と
の
縁
を
「
み
ち
の
く
Ｇ

Ｏ
Ｌ
Ｄ
」
と
名
付
け
、
価
値
や
魅

力
の
掘
り
起
こ
し
を
始
め
ま
し

た
。
文
化
や
信
仰
、
産
業
、
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
生
活
の
中
に
隠
れ
た

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
」
の
発
見

は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
「
黄
金

の
国
・
ジ
パ
ン
グ
」
と
称
し
た
理

想
郷
に
も
劣
ら
な
い
、
き
ら
め
く

浪
漫
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
認
定
を
機
に
、

私
た
ち
２
市
３
町
は
、
日
本
遺
産

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」
を

　
砂
金
採
り
が
地
域
に
浸
透
し
、

金
鉱
山
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
産
金
で
名
を
成
し
た
山
々
は

地
域
に
安
定
を
も
た
ら
す
聖
地
と

な
り
、「
金
」
と
人
々
の
縁
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
文
化
は
、「
里
」

や
「
海
」
の
人
々
へ
も
伝
播
し
、

祝
い
や
祈
り
、
活
気
や
に
ぎ
わ
い

の
象
徴
と
し
て
脈
々
と
人
々
に
受

け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
採
金

に
用
い
ら
れ
た
道
具
類
は
、「
里
」

の
生
活
に
溶
け
込
み
、
山
の
神
に

奉
納
さ
れ
た
太
鼓
の
音
や
作
業
唄

は
「
海
」
の
文
化
と
融
合
し
て
港

町
を
彩
る
独
特
の
芸
能
が
開
花
し

ま
し
た
。

地
域
活
性
化
の
戦
略
の
一
つ
と
し

て
掲
げ
、
10
年
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
行
き
交
う
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
構
内

で
「
日
本
の
金
山
と
い
え
ば
」
と

い
う
問
い
に
対
し
て
国
民
の
誰
も

が
「
み
ち
の
く
」
と
答
え
る
よ
う
、

「『
地
域
の
財
』
が
『
日
本
の
財
』

で
あ
る
誇
り
の
醸
成
」
や
「『
み

ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
』
に
か
か
わ
る

歴
史
遺
産
の
持
続
的
な
地
域
資
源

化
」、「
日
本
唯
一
の
黄
金
観
光
交

流
ル
ー
ト
の
確
立
」「
持
続
可
能

な
自
立
し
た
生
業
の
創
出
」
な
ど

に
取
り
組
み
、
震
災
か
ら
の
完
全

な
る
復
興
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

往時の隆盛をしのばせる大谷鉱山跡地

雪のように広がる白い金鉱石のかけら

モンスターゴールドを産出した 2 番坑

金山山頂に鎮座する守り神

― 5 ―



平成最後の

 桜まつり

　平成31年4月6日（土）から平成最後の桜まつり
が開催されました。
　例年よりも暖かい3月下旬の気候によって桜の
開花が早まると思われましたが、花冷えの降雪
　　があったことで、今年の桜まつりは、東北
　　　輓馬競技大会をはじめ、美しい桜に彩ら
　　　　　れての開催となりました。

人馬一体の勇姿を引き立てる
爆ぜる砂に、沸き立つ歓声―
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初開催

桜縁フェスタ

　芸能ショーの後継イベントとし
て桜の縁でつながった涌谷町の芸
能・音楽・ダンスなどの団体が結
束し開催した「桜縁フェスタ」。
　咲き始めの城山公園に、芸能と
音楽の花が咲き誇りました。
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